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 [地元の酒と贈答品の販売で地域密着型のお店を目指す] 

 当店は、福岡県八女市に所在しており、

酒と贈答品を中心に取り扱っている。酒

は、大型店との差別化を図る為、八女銘

酒を中心に、こだわりの限定商品等や全

国の地酒・焼酎を独自に探しお客様に提

供している。 

またお客の要望に応えて、生ビールサ

ーバーの貸出しや誕生年ワインなども提

供している。贈答品については、冠婚葬

祭に伴う香典返し、法事の引出物などを

取り扱い、遺族の元へ何度も足を運び、

有限会社贈酒田中屋 
福岡県八女市 

 

地元客との「心と心のお付き合い」を大切にする酒と贈答品の店 

 店舗概要  

創 業 年 1956 年(昭和 31 年)  

売場面積 148.5 ㎡(45 坪)   

 従 業 員 6 人 

 営業時間 9：00～20：00 

  

 経営方針  

地域密着型の店舗として「心と心のお付き合い」を大切にお客様から信頼される店作りに取り組んでいます。 

地域交流をはかり、潤滑油となり地域発展と元気な街作りを目指しています。 

どんな時でも地道に一歩一歩努力し決してあきらめない。 
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遺族の気持ちをくみ取りながら一緒に考え、不安を取り除いて安心できるよう心掛けている。 

また、店主の夫人が着物の着付けに長けていることから、着付けを手伝うなどのサービスを通じて、

商品の取扱いも任せていただくこともあるとのこと。このように地元の顧客との心の触れ合いを大切

にして、満足のいく商品の提供を心掛けている。 

 

[店舗設備や販売促進の工夫] 

 店舗は、国道沿いにあり、遠くからでも目立つよう店のカラーのオレンジ色の看板を設置し、電光

掲示板で宣伝している。 

看板、包装紙、ポイントカード等の会社のロゴはすべて毛筆手書きで統一。酒類の品質管理を徹底

するため、冷蔵庫、ワインセラーを設置し、LED 照明を使って熱・紫外線を避けている。店舗の飾り

つけを季節ごとに変え、商品ラインナップも変えている。POP、プライスカード、商品説明も手書きで

わかりやすくしている。 

商品は、製造元から直接仕入れるよう心掛け、特に柳川の有明海苔は、他の同業者は取扱いができ

ないもので、試食で納得していただいた上でお買上げ頂き、好評を得ている。 

顧客管理については、登録し、チラシ等を送付し、ポイントカードも発行している。 

また、法事については、1周忌、3回忌、7回忌等その都度訪問し、ご案内をして喜ばれている。ギ

フトのあいさつ文等は、すべて手書きのものを印刷して使用し、熨斗紙も毛筆手書きとしている。 

 

[より良い経営を目指して] 

 地元商工会の青年部、婦人部に所属して、地域の人達と交流、情報交換をし、地域の人間関係を大

切にしている。 

接客については、社長を始め従業員全員で情報交換をして顧客の名前、顔を覚え、家庭的な接客を

心掛けている。 

商工会議所主催の定期的な研修会やラッピング講習会を受講し、スキルアップを図っている。経営

成績については、常に前年と比較し、見直しや経費節減に努め、借入金の減少に努め、無借金経営を

目標にしている。 

 

 

 

【店舗立地】 

店舗は、福岡県八女市の国道442号線沿いにあり、周辺は商住宅地である。 

商圏となる八女市の人口は66千人程度であるが、ここでしか扱っていない商品を求めて遠方

からの客もあるとのこと。 

 

【店舗実績】 

昭和31年に先代が酒類免許を得て創業。 

現社長は、昭和39年高校卒業と同時に家業を手伝う。昭和45年先代の死去に伴い24歳で店

主を引き継ぐ。昭和60年に旧店舗を売却し新店舗に移転、同時にコンビニエンスストアを開業

したが、平成17年に道路拡張により駐車場が狭くなったことから、現在のような酒と贈答品の

店に転換、現在に至っている。 


